
安定的な公共サービス提供のために
公共施設の現状をお知らせします05

　本市では、公共施設の計画的な更新・集約化・長寿命化など、総合的な公共施設マネジメントに取り組んでいます。
今回は、令和２年度末における市の公共施設（建築物）の現状をお知らせします。

■施設数・延床面積の推移
　本市が保有する公共施設（建築物）は、令和
２年度末現在310施設、延床面積で約37万㎡
となっています。前年度に比べ、施設数は1施設
増加し、床面積は約6千㎡増加しています。
　令和２年度は、高木住宅などを解体しました
が、炭生館の取得などで床面積は増加していま
す。

■維持管理費、工事・修繕費の状況
　公共施設の維持管理、更新などに要した
費用は、約78億円となっており、維持管理
費は、炭生館の取得や会計年度任用職員
制度に伴う人件費の増加などにより、前年
度と比べ大きく増加しています。
　また、田原斎場や伊良湖岬小学校などの
大規模建設事業を継続して行ったため、工
事・修繕費は前年度同様、高い状況が続い
ています。

■将来に負担を先送りしないために
　本市は市民1人あたりの公共施設保有
面積が全国水準と比べて高く、今後さらに
縮小が見込まれる財政規模で、既存の施設
を現状維持していくことは困難となっています。今後も、必要な行政サービスを維持しながらも費用を抑えるため、計画的
な長寿命化・集約化・複合化など、総合的な公共施設マネジメントに取り組んでいきます。
　将来にわたって保有する施設は、必要な改修・修繕の優先順位を定めて長寿命化を行い、施設の質を維持するととも
に、施設の配置や機能の見直しを進めて保有総量を削減し、未来に負担を掛けない行政運営に取り組んでいきます。
　皆さんのご理解、ご協力をよろしくお願いします。

▶企画課　☎23‐3507

公共施設とは 国や地方自治体（県や市町村など）が建設する施設。本市では市民館や学校、文化会館
などのいわゆる「ハコモノ」と呼ばれるものだけでなく、道路や橋・下水道などのイン
フラも含め公共施設と捉えています。

▲庁舎等施設 ▲文化施設 ▲児童福祉施設 ▲学校教育施設

用途 維持管理費
（人件費含む） 工事・修繕費 計

庁舎等施設 139,655 21,745 161,400
市民館等施設 100,117 15,135 115,252
生涯学習施設 289,894 40,981 330,875
文化施設 138,017 17,583 155,600
体育施設 160,737 16,421 177,158
児童福祉施設 1,156,534 104,086 1,260,620
衛生施設 908,776 967,825 1，876,601
保健・福祉施設 178,501 9,335 187,836
産業振興施設 95,791 5,467 101,258
観光施設 56,236 27,338 83,574
公営住宅等施設 56,652 109,221 165,873
消防施設 45,992 63,562 109,554
学校教育施設 1,343,932 1,470,639 2,814,571
その他施設 144,161 91,742 235,903
合計 4,814,995 2,961,080 7,776,075

（単位：千円）
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